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向
上
の
た
め
、
初
期
研
修
開

始
時
に
総
合
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
開
催
、
さ
ら
に
後

期
研
修
医
向
け
の
情
報
提
供
、

交
流
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援

手
医
師
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
な
ど
県
か
ら
支
援
を
受
け

た
事
業
の
成
果
と
認
識
し
て

お
り
、
引
き
続
き
支
援
を
お

願
い
す
る
。
滋
賀
県
定
着
率

令
和
６
年
度
県
予
算
に
対
す

る
要
望
に
つ
い
て

１�

．
地
域
医
療
を
支
え
る
医

療
人
材
の
確
保
と
育
成
、

偏
在
対
策
に
つ
い
て

⑴�　

医
師
確
保
・
偏
在
対
策

に
つ
い
て

（
楠
井
副
会
長
）
滋
賀
県
は

人
口
当
た
り
の
医
師
数
が
充

足
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い

が
、
こ
こ
数
年
は
初
期
臨
床

研
修
医
採
用
数
１
０
０
名
越

え
が
続
い
て
い
る
。
学
生
を

対
象
と
し
た
地
域
医
療

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
研
修
医
と
若

な
ど
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

女
性
医
師
が
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
整
備
や
、
病
院
総
合

医
の
育
成
な
ど
に
も
支
援
を

お
願
い
す
る
。

（
医
療
政
策
課
）
病
院
協
会

へ
委
託
し
て
い
る
「
臨
床
研

修
医
等
の
育
成
の
た
め
の
事

業
」
は
引
き
続
き
支
援
す
る
。

総
合
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
開
催
を
具
体
的
に
検
討

す
る
。
専
門
医
研
修
向
け
の

支
援
も
、
関
係
機
関
と
相
談

し
な
が
ら
検
討
す
る
。
女
性

医
師
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
整
備
に
つ
い
て
は
、
医
師

勤
務
環
境
最
善
支
援
セ
ン

タ
ー
や
医
師
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を

継
続
し
て
い
く
。
病
院
総
合

医
な
ど
の
育
成
は
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
一
層
推

進
す
る
た
め
に
も
必
要
で
あ

り
協
力
す
る
。

⑵�　

研
修
医
を
含
む
医
師
育

成
に
つ
い
て

（
楠
井
副
会
長
）
今
ま
で
指

導
医
育
成
を
目
的
と
し
て
、

臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会
や

臨
床
研
修
指
導
医
講
習
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
き
た
。
指
導
力

を
よ
り
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う

セ
ミ
ナ
ー
等
の
支
援
の
拡
充

も
お
願
い
し
た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
指
導
医
の

果
た
す
役
割
は
重
要
と
認
識

し
て
お
り
、
指
導
医
育
成
の

た
め
の
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー

は
必
要
に
応
じ
て
事
業
内
容

の
充
実
を
図
り
引
き
続
き
支

援
す
る
。
病
院
協
会
と
連
携

し
、
総
合
的
な
病
院
体
制
の

整
備
を
含
め
、
医
師
確
保
、

地
域
や
診
療
科
偏
在
の
対
策

へ
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

す
る
。

⑶�　

看
護
職
に
つ
い
て

１
）�

看
護
職
の
確
保
定
着
・

看
護
補
助
者
確
保
推
進

お
よ
び
勤
務
環
境
改
善

（
廣
瀬
看
護
部
長
部
会
部
会

長
）
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は

看
護
職
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
。
し
か
し
県
外
大
学

へ
の
流
出
等
に
よ
り
、
慢
性

令
和
５
年
度「
病
院
医
療
懇
談
会
」開
催
さ
れ
る

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病
院
協
会
　
理
事（
広
報
担
当
）

辻
川　

知
之

（
地
方
独
立
行
政
法
人
　
公
立
甲
賀
病
院
　
理
事
長
兼
院
長
）

　

令
和
５
年
９
月
５
日
、
滋
賀
県
病
院
協
会
と
滋
賀
県
の
共
催
で
令
和
5
年
度
病
院
医
療
懇
談
会
が
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催
さ

れ
た
。
１
．
地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
育
成
の
確
保
と
育
成
、
偏
在
対
策
、
２
．
勤
務
環
境
改
善
・
働
き
方
改
革
、
３
．
Ｃ
Ｏ
２
削

減
へ
向
け
た
病
院
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援
、
４
．
救
急
医
療
の
課
題
、
５
．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
、
６
．
医
療
安
全
対
策
事
業
、

に
つ
い
て
討
議
が
行
わ
れ
た
。

　

滋
賀
県
庁
東
館
７
階
の
大
会
議
室
を
お
借
り
し
、
県
か
ら
は
滋
賀
県
健
康
医
療
福
祉
部
の
大
岡
紳
浩
部
長
、
角
野
文
彦
理
事
、
奥

山
光
一
次
長
、医
療
政
策
課
の
切
手
俊
宏
課
長
を
は
じ
め
健
康
危
機
管
理
課
、健
康
寿
命
推
進
課
、薬
務
課
、医
療
保
健
課
、子
ど
も
・

青
少
年
局
か
ら
計
11
名
、
病
院
協
会
か
ら
は
三
木
恒
治
会
長
、
来
見
良
誠
副
会
長
、
楠
井
隆
副
会
長
を
は
じ
め
、
43
病
院
45
名
（
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
参
加
は
29
名
）、
さ
ら
に
病
院
協
会
看
護
部
長
部
会
か
ら
廣
瀬
京
子
部
会
長
を
は
じ
め
３
名
が
参
加
し
た
。
会
議
に
先
立
ち

三
木
会
長
、
大
岡
部
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
来
見
副
会
長
の
進
行
で
討
議
に
入
っ
た
。

的
な
人
員
不
足
が
続
い
て
い

る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
う
職

場
環
境
の
過
酷
さ
や
適
応
障

害
な
ど
で
離
職
者
も
増
加
し

て
い
る
た
め
、
勤
務
環
境
改

善
や
十
分
な
人
材
確
保
が
最

重
要
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に

看
護
補
助
者
も
減
少
し
、
看

護
師
と
看
護
補
助
者
の
人
材

確
保
や
支
度
金
等
援
助
に
つ

い
て
具
体
的
に
４
項
目
を
要

望
す
る
。

①�

看
護
人
材
確
保
対
策
の
充

実

　

県
内
小
・
中
・
高
校
に
対

す
る
病
院
紹
介
冊
子
・
紹
介

動
画
な
ど
積
極
的
広
報
に
よ

る
看
護
師
確
保
の
取
り
組
み

継
続
。
育
児
・
介
護
休
職
後

の
復
帰
に
対
す
る
財
政
的
支

援
、
子
育
て
中
に
夜
勤
で
き

る
た
め
の
支
援
、
病
院
・
診

療
所
に
お
け
る
看
護
研
修
の

受
講
促
進
と
資
金
援
助
、
看

護
補
助
者
の
確
保
対
策
と
し

て
支
援
金
補
助
や
研
修
の
開

催（医
療
政
策
課
）
看
護
人
材

確
保
対
策
の
充
実
へ
向
け
て

看
護
職
を
目
指
す
子
ど
も
た

ち
を
増
や
す
た
め
、
小
・
中

学
生
を
対
象
に
冊
子
や
動
画

を
作
成
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ

る
魅
力
発
信
に
務
め
て
い
る
。

育
児
看
護
休
業
後
の
復
帰
に

対
す
る
支
援
は
、
リ
ス
タ
ー

ト
ナ
ー
ス
研
修
以
外
に
も
検

討
す
る
。
看
護
補
助
者
に
つ

い
て
も
魅
力
発
信
や
研
修
会

開
催
に
加
え
、
職
業
紹
介
や

仕
事
体
験
実
施
な
ど
確
保
と

質
の
向
上
に
務
め
て
い
る
。

ま
た
金
銭
的
支
援
も
含
め
、

看
護
補
助
者
が
働
き
や
す
い

職
場
づ
く
り
へ
検
討
を
進
め

る
。
夜
勤
の
支
援
は
、
様
々

な
角
度
か
ら
意
見
を
聞
い
て

い
く
。

（
医
療
福
祉
推
進
課
）
看
護

福
祉
士
の
支
援
に
対
し
て
、

介
護
福
祉
士
就
学
資
金
等
貸

付
事
業
へ
県
か
ら
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。
介
護
職
へ
の

就
労
支
援
も
行
っ
て
お
り
、

条
件
に
よ
り
返
還
免
除
の
制

度
も
あ
り
活
用
願
い
た
い
。

②�

新
卒
看
護
職
の
県
内
就
職

率
上
昇
を
目
指
し
た
看
護

教
育
機
関
へ
の
協
力
要
請

　

県
内
学
生
入
学
枠
の
実
暗

視
と
就
職
要
請
、
県
内
枠
へ

の
奨
学
金
制
度
の
維
持
と
広

報（医
療
政
策
課
）
令
和
６
年

�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
） 会場の様子

滋賀県健康医療福祉部　大岡部長　

滋賀県病院協会　三木会長
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れ
ず
、
勝
利
を
手
に
す
る
こ

と
は
不
可
能
で
す
。

　

名
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
名
将
に

な
り
え
な
い
と
の
考
え
を
お

持
ち
の
方
も
お
ら
れ
る
で

し
ょ
う
。
下
積
み
の
経
験
が

プ
レ
ー
ヤ
ー
の
心
中
を
察
す

る
こ
と
に
優
れ
る
と
の
考
え

方
で
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
通
り

と
納
得
す
る
部
分
も
あ
り
ま

す
。
Ｈ
Ｃ
そ
の
も
の
は
ゲ
ー

ム
で
プ
レ
ー
す
る
わ
け
で
は

て
い
か
な
け
れ
ば
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
は
成
立
し
ま

せ
ん
。
怒
っ
て
ば
か
り
の
Ｈ

Ｃ
で
も
ダ
メ
で
す
し
、
浮
か

れ
て
ば
か
り
の
Ｈ
Ｃ
で
も

チ
ー
ム
の
ま
と
ま
り
は
得
ら

な
く
、
そ
の
意
図
を
理
解
、

く
み
取
っ
た
プ
レ
ー
ヤ
ー
が

プ
レ
ー
で
示
す
こ
と
と
な
り
、

Ｈ
Ｃ
が
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
何
を

期
待
し
て
い
る
の
か
と
い
う

意
思
疎
通
の
積
み
重
ね
が
よ

　

私
は
い
わ
ゆ
る
虎
キ
チ
の

一
員
で
、
毎
年
こ
の
時
期
に

な
る
と
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
の

行
方
が
気
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
は
岡
田
監
督
の
も

と
、
独
走
状
態
が
続
い
て
お

り
手
に
汗
握
る
こ
と
も
少
な

く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
球
春

告
げ
る
事
前
予
想
で
も
タ
イ

ガ
ー
ス
の
躍
進
は
予
想
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
通
り
の
結
果

に
思
い
巡
ら
せ
る
こ
と
は
Ｈ

Ｃ
の
重
要
性
で
あ
り
ま
す
。

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
好
不
調
の
波

は
つ
き
も
の
で
あ
り
、
時
に

突
っ
ぱ
ね
、
時
に
鼓
舞
し
、

の
び
の
び
と
プ
レ
ー
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
ゲ
ー
ム
の
中
で

の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
理
解
さ

せ
、
勝
利
と
い
う
結
果
を
得

い
結
果
を
生
む
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

直
接
的
指
導
以
外
に
岡
田

Ｈ
Ｃ
の
作
戦
の
妙
と
い
う
べ

き
も
の
が
報
道
関
係
・
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
の
発
信
で
す
。

も
時
に
は
必
要
で
す
し
、
攻

め
た
結
果
だ
か
ら
仕
方
な
し

と
割
り
切
る
こ
と
も
必
要
で

す
。
最
終
的
に
そ
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
負
け
ん
気
・
や
る
気

に
つ
な
が
る
コ
メ
ン
ト
が
出

せ
る
の
が
名
Ｈ
Ｃ
と
い
う
も

の
で
し
ょ
う
。

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

Ｗ
Ｃ
で
ト
ム
・
ホ
ー
バ
ス
Ｈ

Ｃ
率
い
る
日
本
代
表
が
ア
ジ

ア
１
位
と
な
り
、
来
年
の
パ

リ
五
輪
の
出
場
権
を
得
ま
し

た
。
中
学
校
か
ら
社
会
人

チ
ー
ム
ま
で
Ｂ
Ｂ
を
か
じ
っ

た
私
の
私
見
と
し
て
Ｂ
Ｂ
は

実
力
差
が
そ
の
ま
ま
結
果
と

な
る
ボ
デ
ィ
ー
コ
ン
タ
ク
ト

の
多
い
競
技
で
あ
り
、
体
格

に
劣
る
日
本
人
に
は
不
利
な

ス
ポ
ー
ツ
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。
女
子
日
本
代
表
を
東

京
五
輪
で
銀
メ
ダ
ル
に
導
き
、

そ
の
後
弱
小
で
あ
っ
た
男
子

代
表
の
Ｈ
Ｃ
に
就
任
し
た
時

に
は
、
日
本
中
の
だ
れ
一
人

と
し
て
こ
の
よ
う
な
結
果
を

予
想
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。〝
信
じ
る
力
〟

を
合
言
葉
に
チ
ー
ム
を
ま
と

め
上
げ
た
ホ
ー
バ
ス
Ｈ
Ｃ
の

力
量
は
、
想
像
を
大
き
く
超

え
る
も
の
で
あ
り
、
感
嘆
の

言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ー
ト
内
で
は
Ｎ
Ｂ
Ａ
の
渡

邊
雄
太
が
天
狗
に
な
る
こ
と

な
く
そ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
十
分
に
発
揮
し
、
手
を
抜

か
ず
必
死
で
プ
レ
ー
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
表
現
し
て
く

れ
ま
し
た
。
病
院
に
な
ぞ
ら

え
れ
ば
Ｈ
Ｃ
は
病
院
長
で

キ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
部
長
や

師
長
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

実
際
に
プ
レ
ー
す
る
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
充
実
と
そ
れ
を

そ
の
気
に
さ
せ
る
Ｈ
Ｃ
の
存

在
が
病
院
発
展
の
両
輪
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
、
名
将

と
い
わ
れ
る
よ
う
な
Ｈ
Ｃ
に

な
り
た
い
も
の
で
す
。

当
然
Ｈ
Ｃ
の
コ
メ
ン
ト
は
全

国
紙
を
飾
る
だ
け
で
な
く
そ

の
内
容
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
耳

に
も
入
り
ま
す
。
メ
ッ
タ
打

ち
に
さ
れ
た
投
手
や
エ
ラ
ー

し
た
野
手
を
こ
き
下
ろ
す
の

〝
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
そ
の
気
に
さ
せ
る

H
C

：head coach

の
力
量
〟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
益
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
長　

五
月
女
　
隆
男
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度
入
学
者
選
抜
か
ら
各
大
学

で
は
看
護
地
域
枠
制
度
を
導

入
す
る
。
看
護
職
員
修
学
資

金
に
つ
い
て
は
大
幅
に
改
正

し
、
特
に
返
還
免
除
対
象
施

設
の
大
幅
な
追
加
を
行
っ
た
。

地
域
を
担
う
看
護
職
員
養
成

奨
学
金
の
貸
与
制
度
も
あ
り
、

周
知
に
協
力
い
た
だ
き
た
い
。

③�

保
育
所
・
学
童
保
育
の
充

実

　

育
児
休
暇
明
け
看
護
職
に

対
す
る
保
育
所
受
け
入
れ
優

先
枠
設
置
、
夜
間
保
育
の
充

実
、
突
発
的
な
休
校
時
へ
の

柔
軟
な
対
応
、
病
児
保
育
の

拡
充
、
学
童
保
育
の
拡
大

（
子
ど
も
・
青
少
年
局
）
育

児
休
暇
明
け
看
護
職
の
保
育

所
入
所
優
先
枠
の
設
置
等
に

つ
い
て
は
、
待
機
児
童
の
状

況
な
ど
か
ら
県
で
の
統
一
は

困
難
で
あ
る
。
夜
間
保
育
の

充
実
は
、
従
事
す
る
保
育
士

確
保
が
負
担
と
な
り
難
し
い

状
況
で
あ
る
。
院
内
保
育
所

な
ど
の
整
備
や
運
営
に
係
る

補
助
制
度
を
設
け
て
お
り
、

制
度
を
活
用
し
開
所
時
間
の

変
更
な
ど
柔
軟
な
対
応
を
お

願
い
す
る
。
突
発
的
な
休
校

時
の
学
童
保
育
の
柔
軟
な
対

応
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
実

績
を
参
考
に
、
市
町
に
お
願

い
し
て
い
く
。
学
童
保
育
の

充
実
に
つ
い
て
は
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
受
け
皿
整
備

な
ど
、
待
機
児
童
解
消
へ
向

け
た
整
備
を
進
め
る
。
病
児

保
育
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
交
付

金
を
活
用
し
、
県
内
27
か
所

で
病
児
病
後
児
保
育
を
実
施

し
て
い
る
。

④�

プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー
ス
の
活
用

推
進
の
た
め
の
施
策

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
応
の

潜
在
看
護
師
の
集
約
と
採
用

支
援
体
制
構
築
、
プ
ラ
チ
ナ

ナ
ー
ス
採
用
拡
大
の
推
進
と

特
に
居
住
地
域
の
採
用
拡
大
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
資
格
取

得
支
援
、
看
護
管
理
者
退
職

後
の
活
用

（
医
療
政
策
課
）
潜
在
看
護

師
に
対
し
、
看
護
協
会
と
協

働
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
サ
ポ
ー

ト
ナ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、

令
和
４
年
か
ら
、
し
が
サ

ポ
ー
ト
ナ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
名
称
変
更
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
プ
ラ
チ

ナ
ナ
ー
ス
を
含
め
１
人
で
も

多
く
が
再
就
職
に
繋
が
る
よ

う
務
め
る
。
サ
ポ
ー
ト
ナ
ー

ス
の
募
集
案
内
や
魅
力
発
信

な
ど
情
報
発
信
も
行
っ
て
お

り
、
積
極
的
な
採
用
を
お
願

い
し
た
い
。
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー

ス
等
が
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
資
格
を
取
得
す
る
に
支
援

し
て
お
り
、
広
報
に
つ
い
て

協
力
を
お
願
い
す
る
。

２
）�

人
材
育
成
へ
の
支
援

（
廣
瀬
看
護
部
長
部
会
部
会

長
）
コ
ロ
ナ
禍
で
は
県
内
39

名
の
感
染
管
理
認
定
看
護
師

が
非
常
に
活
躍
し
て
く
れ
た
。

今
後
の
新
興
感
染
症
に
備
え

て
、
県
内
で
の
養
成
機
関
の

開
講
を
希
望
す
る
。
こ
れ
に

加
え
、
各
専
門
看
護
師
、
認

定
看
護
師
、
特
定
行
為
研
修

へ
の
受
講
促
進
と
資
金
援
助

の
継
続
を
お
願
い
す
る
。
ま

た
、
現
在
の
医
療
現
場
で
は

看
護
管
理
者
の
役
割
は
増
大

し
て
お
り
、
看
護
管
理
職
の

育
成
の
た
め
、
研
修
等
の
資

金
援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
、
各
医
療
機
関
が

新
人
看
護
師
の
教
育
や
研
修

に
工
夫
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
る
。
新
人
看
護
職
員

研
修
補
助
金
に
つ
い
て
は
今

後
も
支
援
す
る
。
専
門
看
護

師
、
認
定
看
護
師
、
特
定
行

為
研
修
に
つ
い
て
は
、
既
に

資
格
取
得
や
受
講
に
つ
い
て

の
補
助
制
度
を
設
け
支
援
し

て
い
る
。
認
定
看
護
師
の
補

助
対
象
に
、
皮
膚
・
排
泄
ケ

ア
、
感
染
管
理
、
糖
尿
病
看

護
、
緩
和
ケ
ア
の
分
野
を
追

加
し
た
。
特
に
感
染
管
理
分

野
は
補
助
額
・
補
助
率
の
拡

充
を
行
っ
て
い
る
。
感
染
管

理
認
定
看
護
師
養
成
機
関
の

県
内
で
の
開
設
に
つ
い
て
は
、

滋
賀
県
立
大
学
や
滋
賀
医
科

大
学
と
も
協
議
し
た
が
、
当

面
は
困
難
で
あ
る
。
現
時
点

で
は
補
助
金
を
活
用
し
、
近

畿
圏
内
の
４
大
学
で
の
受
講

を
お
願
い
し
た
い
。
認
知
症

ケ
ア
研
修
は
看
護
協
会
に
委

託
し
実
施
し
て
お
り
、
今
後

も
予
算
確
保
に
努
め
る
。

⑷�　

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

に
つ
い
て

（
横
田
理
事
）
医
療
の
質
を

高
め
る
べ
く
チ
ー
ム
医
療
を

推
進
す
る
た
め
に
、
メ
デ
ィ

カ
ル
ス
タ
ッ
フ
は
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。
医
師

の
働
き
方
改
革
に
伴
う
タ
ス

ク
シ
フ
ト
に
対
応
す
べ
く
、

メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
人

材
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
。
特
に
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ

Ｔ
）
の
人
員
不
足
が
深
刻
で

あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
の

県
内
就
職
者
の
増
加
促
進
の

た
め
、
就
学
資
金
貸
与
な
ど

支
援
を
お
願
い
す
る
。
薬
学

部
が
６
年
制
と
な
り
授
業
料

の
負
担
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、

卒
後
は
一
般
の
薬
局
や
企
業

�（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）

　

当
協
会
で
は
、
毎
年
、
滋

賀
県
の
次
年
度
予
算
に
対
す

る
要
望
活
動
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は
令
和
５
年
８
月
10

日
㈭
に
当
協
会
の
三
木
会
長
、

来
見
副
会
長
、
楠
井
副
会
長

お
よ
び
看
護
部
長
部
会
廣
瀬

部
会
長
、
八
里
事
務
局
長
の

５
名
が
滋
賀
県
健
康
医
療
福

令
和
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け
た

要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

大岡部長に手渡しされる三木会長

へ
就
職
し
、
病
院
へ
の
就
職

者
が
少
な
い
の
が
現
状
と

な
っ
て
い
る
。
地
域
偏
在
も

問
題
で
あ
り
、
地
域
枠
の
設

定
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
補
助
事
業
を
お

願
い
し
た
い
。
就
学
資
金
返

還
に
対
し
て
は
条
件
付
き
で

の
返
還
免
除
も
考
慮
願
い
た

い
。
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
た
多
職
種
で
の
体
験

型
研
修
会
は
、
病
院
間
の
交

流
や
チ
ー
ム
医
療
促
進
に
繋

が
る
た
め
企
画
を
お
願
い
し

た
い
。

（
健
康
寿
命
推
進
課
）
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職
に

つ
い
て
は
、
修
学
資
金
貸
与

事
業
を
実
施
し
、
今
ま
で
貸

与
を
受
け
た
９
割
が
県
内
医

療
機
関
に
就
職
し
て
い
る
。

言
語
聴
覚
士
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
県
内
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て

調
査
す
る
。

（
薬
務
課
）
薬
剤
師
に
つ
い

て
、
業
態
の
偏
在
、
地
域
偏

在
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
ず
県
内
の
病
院
と
薬
局
に

対
し
て
薬
剤
師
の
就
業
実
態

調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調

査
結
果
を
基
に
必
要
な
施
策

を
検
討
す
る
。

２�
．
勤
務
環
境
改
善
・
働
き

方
改
革
に
つ
い
て

（
髙
橋
理
事
）

⑴�　

時
間
外
削
減
に
向
け
た

人
事
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導

入
等

　

医
師
の
働
き
方
改
革
を
推

進
し
、
時
間
外
勤
務
削
減
に

向
け
て
の
第
一
歩
は
正
確
な

勤
怠
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入

で
あ
る
。
導
入
や
改
修
の
た

め
財
政
的
な
支
援
を
要
望
す

る
。

（
医
療
政
策
課
）
時
間
外
削

減
に
向
け
た
人
事
管
理
シ
ス

テ
ム
の
導
入
等
に
つ
い
て
は
、

病
院
勤
務
環
境
改
善
支
援
事

業
補
助
金
に
よ
り
支
援
し
て

い
る
。
新
た
に
勤
務
環
境
改

善
に
資
す
る
研
修
等
に
関
す

る
費
用
、
業
務
省
力
化
・
効

率
化
に
伴
う
勤
務
環
境
改
善

に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

の
設
備
・
備
品
整
備
に
関
す

る
費
用
、
を
補
助
対
象
に
加

え
た
。

⑵�　

タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
推
進

　

医
師
・
看
護
師
の
業
務
の

一
部
を
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
へ
タ

ス
ク
シ
フ
ト
す
る
こ
と
は
、

働
き
方
改
革
に
も
繋
が
る
た

め
期
待
さ
れ
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
看
護
師
特
定
行
為

は
研
修
の
推
進
と
研
修
費
用

の
援
助
な
ど
に
よ
る
普
及
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
医
師
事
務
作
業
補
助

者
の
普
及
も
重
要
で
あ
る
が
、

病
院
経
営
の
中
で
潤
沢
な
数

の
雇
用
は
困
難
で
あ
る
。
病

院
勤
務
環
境
改
善
支
援
事
業

補
助
金
の
制
度
に
加
え
て
、

何
ら
か
の
補
助
予
算
化
を
お

願
い
し
た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
タ
ス
ク
シ

フ
ト
推
進
に
つ
い
て
は
、
滋

賀
医
科
大
学
の
看
護
師
特
定

行
為
研
修
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
は
特
定
行
為
研
修
修
了

者
の
活
用
へ
向
け
、
病
院
協

会
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

医
師
事
務
作
業
補
助
者
の
確

保
に
、
病
院
勤
務
環
境
改
善

支
援
事
業
補
助
金
が
有
効
活

用
さ
れ
る
べ
く
、
さ
ら
に
使

い
勝
手
の
良
い
制
度
と
な
る

よ
う
検
討
す
る
。

⑶�　

女
性
医
師
支
援

　

働
き
方
改
革
を
推
し
進
め

る
上
で
、
女
性
医
師
の
参
画

は
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
、

県
か
ら
は
積
極
的
な
援
助
や

協
力
を
賜
っ
て
い
る
が
、
引

き
続
き
女
性
医
師
支
援
に
力

を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
医
師
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

は
、
滋
賀
県
女
性
医
師
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
に
よ
り
取
り

組
み
や
育
休
等
か
ら
の
復
職

の
相
談
窓
口
を
設
置
し
支
援

し
て
い
る
。
ま
た
、
産
育
休

の
た
め
の
代
替
要
員
の
人
件

費
補
助
、
現
場
復
帰
に
必
要

な
研
修
費
用
補
助
、
院
内
保

育
所
の
運
営
費
補
助
な
ど
、

更
な
る
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
。

⑷�　

県
民
へ
の
周
知

　

医
師
の
働
き
方
改
革
は
、

一
方
で
診
療
科
や
診
療
時
間

の
制
限
な
ど
、
患
者
に
と
っ

て
は
歓
迎
で
き
な
い
事
態
も

予
想
さ
れ
る
。
県
民
に
は
改

革
の
意
義
を
十
分
に
説
明
い

た
だ
き
、
周
知
に
尽
力
い
た

だ
き
た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
病
院
へ
の

集
中
を
緩
和
す
る
た
め
、
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
よ
う
に

県
民
に
促
し
て
い
く
。
ま
た

周
産
期
、
救
急
、
小
児
医
療

等
に
お
い
て
は
、
医
療
の
集

約
化
な
ど
地
域
の
病
院
、
診

療
所
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
安
定
し
た
医
療
提
供
体
制

の
構
築
を
県
民
へ
周
知
す
る
。

３�

．
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た

病
院
の
取
り
組
み
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て

（
来
見
副
会
長
）

⑴�　

設
備
や
建
物
の
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
対
策
の
支
援
に

つ
い
て

　

①
院
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

や
セ
ン
サ
ー
付
き
照
明
の
導

入
、
②
調
理
機
器
等
に
お
け

る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型
機
器
の

導
入
、
③
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

空
調
設
備
の
更
新
、
④
建
物

改
修
に
お
け
る
省
エ
ネ
対
策

等
で
Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
図
る
た

め
、
施
設
設
備
、
整
備
、
改

修
に
か
か
る
援
助
を
要
望
す

る
。

（
医
療
政
策
課
）
設
備
や
建

物
の
省
エ
ネ
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
県
と
し
て
事
業
者
支

援
を
実
施
し
て
い
る
が
、
医

療
機
関
も
含
む
中
小
企
業
が

対
象
で
あ
る
。
利
用
可
能
か

ど
う
か
は
滋
賀
県
産
業
支
援

プ
ラ
ザ
の
Ｃ
Ｏ
２

ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
支
援
室
に
問
い
合
わ
せ
願

う
。

⑵�　

持
続
的
な
支
援
と
情
報

提
供
に
つ
い
て

　

安
定
的
な
病
院
運
営
を
は

か
り
、「
Ｃ
Ｏ
２

ネ
ッ
ト
ゼ

ロ
社
会
づ
く
り
」
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
迅
速
・
的
確
な

情
報
提
供
を
お
願
い
し
た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
持
続
的
な

支
援
と
情
報
提
供
に
つ
い
て

は
、
県
関
係
課
と
連
携
し
情

報
提
供
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
。

４�

．
救
急
医
療
の
課
題
に
つ

い
て

（
小
川
理
事
）

１
）�

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
で

多
数
の
救
急
患
者
が
同

時
搬
入
さ
れ
た
場
合
の

体
制
整
備
と
維
持
が
必

要
で
あ
り
、
設
備
維
持

の
た
め
予
算
確
保
を
お

願
い
し
た
い
。

２
）�

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
に

勤
務
す
る
救
急
専
従
医

を
確
保
す
る
た
め
、
救

急
に
関
わ
る
医
師
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
、
ま
た

救
急
で
の
非
常
勤
医
師

確
保
の
費
用
に
つ
い
て

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

３
）�

ド
ク
タ
ー
カ
ー
や
重
症

患
者
に
対
し
て
必
要
な

医
療
機
器
な
ど
も
、
漏

れ
な
く
補
助
対
象
と
な

る
よ
う
な
予
算
確
保
を

お
願
い
し
た
い
。

４
）�

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が

最
後
の
砦
と
し
て
機
能

す
る
た
め
、
セ
ン
タ
ー

内
の
外
来
、
手
術
室
、

分
娩
室
な
ど
陰
圧
個
室

化
工
事
へ
の
補
助
を
お

願
い
し
た
い
。

５
）�

救
急
医
療
体
制
の
整
備

や
維
持
を
勧
め
る
た
め

単
年
度
で
な
く
、
複
数

年
の
予
算
確
保
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
医
療
提
供

体
制
維
持
事
業
費
補
助
金
、

救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
運
営
費

補
助
金
の
予
算
を
確
保
し
て

い
る
。
必
要
な
設
備
整
備
と

施
設
改
修
に
つ
い
て
は
こ
れ

ま
で
も
国
庫
補
助
を
活
用
し

支
援
し
て
お
り
、
今
後
も
継

続
し
た
い
。
救
急
医
療
の
整

備
に
係
る
予
算
は
原
則
単
年

度
で
あ
る
が
、
適
切
な
医
療

体
制
整
備
の
た
め
継
続
的
に

予
算
を
措
置
し
て
い
く
。

５�

．
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
向

け
て

（
楠
井
副
会
長
）
我
が
国
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
に
比
べ
て
進
ん
で
は
い
な

い
。
特
に
、
医
療
と
そ
の
周

辺
領
域
で
の
立
ち
遅
れ
は
目

立
っ
て
い
る
。
び
わ
湖
あ
さ

が
お
ネ
ッ
ト
は
県
の
支
援
に

よ
り
、
昨
年
は
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
更
新
を
行
っ
た
。
更
な
る

普
及
へ
向
け
て
、
引
き
続
き

継
続
的
な
支
援
を
お
願
い
す

る
。
重
要
な
サ
イ
バ
ー
テ
ロ

対
策
に
つ
い
て
は
、
研
修
会

や
定
期
的
な
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
復
元
に
か

か
る
対
策
、
安
全
度
の
評
価

に
支
援
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
県
全
体
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
現
状
調
査

を
お
願
い
す
る
。
県
内
の
へ

き
地
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
た
遠
隔
医
療
を
導
入

す
べ
く
検
討
を
お
願
い
す
る
。

あ
ま
り
普
及
の
み
ら
れ
な
い

電
子
処
方
箋
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
関
し
て
は
、

ス
ム
ー
ズ
な
導
入
へ
向
け
た

対
策
を
お
願
い
す
る
。

（
健
康
寿
命
推
進
課
）
び
わ

湖
あ
さ
が
お
ネ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
自
立
運
営
で

き
る
ま
で
補
助
継
続
に
努
め

る
。
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
に

つ
い
て
は
、
病
院
の
立
ち
入

り
検
査
を
通
じ
て
現
状
を
把

握
し
て
い
く
。
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
の
安
全
管
理
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い

て
、
各
医
療
機
関
の
医
療
安

全
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

く
。
厚
生
労
働
省
や
関
西
広

域
連
合
事
務
局
か
ら
医
療
機

関
向
け
の
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
て
お
り
、
活
用
い
た
だ

き
た
い
。
へ
き
地
に
お
い
て

は
今
後
、
遠
隔
医
療
の
導
入

を
進
め
る
た
め
、
県
で
も
実

情
に
応
じ
た
活
用
方
法
を
検

討
す
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
安
全
・
安
定
的
に

運
用
で
き
る
よ
う
に
情
報
共

有
し
て
い
く
。

６�

．
医
療
安
全
対
策
事
業
に

つ
い
て

（
田
中
理
事
）
医
療
の
複
雑

化
・
高
度
化
に
よ
り
、
個
人

や
診
療
科
単
位
で
の
安
全
確

保
は
困
難
と
な
っ
て
い
る
。

各
病
院
で
は
、
①
医
療
安
全

管
理
対
策
、
②
医
薬
品
に
係

る
安
全
管
理
、
③
医
療
機
器

に
係
る
安
全
管
理
、
④
高
難

度
新
規
医
療
技
術
等
に
係
る

安
全
管
理
、
⑤
診
療
放
射
線

祉
部
長
の
も
と
へ
訪
問
。
大

岡
部
長
に
「
令
和
６
年
度
県

予
算
に
対
す
る
要
望
」
６
項

目
が
手
渡
さ
れ
た
。
同
席
さ

れ
た
角
野
理
事
、
奥
野
次
長
、

医
療
政
策
課
切
手
課
長
に
対

し
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
趣

旨
説
明
を
さ
れ
る
と
と
も
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
、
９
月
５

日
㈫
に
開
催
さ
れ
た
「
令
和

５
年
度
病
院
医
療
懇
談
会
」

の
場
で
討
議
が
な
さ
れ
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
は
本
紙
１

面
、
２
面
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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第
１
回
医
事
研
究
会
で
、

株
式
会
社
ウ
ィ
ズ
ネ
ス
教
育

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
本
田
妃

世
さ
ん
よ
り
「
接
遇
マ
ナ
ー

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

に
つ
い
て
講
演
を
開
い
て
頂

き
ま
し
た
。
医
療
現
場
で
求

め
ら
れ
る
接
遇
に
つ
い
て
大

き
く
分
け
て
三
つ
お
話
頂

き
、「
お
も
て
な
し
の
心
」「
第

一
印
象
」「
言
葉
遣
い
・
傾
聴
」

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
今

年
の
４
月
か
ら
医
事
課
に
勤

め
、
利
用
者
さ
ん
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
ま
だ

未
熟
な
私
に
と
っ
て
今
回
の

講
演
は
大
き
な
学
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

初
め
に
お
話
頂
い
た
「
お

も
て
な
し
の
心
」
は
接
遇
マ

ナ
ー
の
原
点
で
あ
り
、
思
い

を
形
で
表
現
し
て
こ
そ
伝
わ

る
も
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

病
院
を
利
用
さ
れ
る
方
は
気

分
が
落
ち
込
ん
で
い
る
、
体

調
が
悪
い
な
ど
、
不
安
な
気

持
ち
の
方
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
利
用
者
さ
ん
へ
の
思
い

や
り
は
、
心
情
を
敏
感
に
察

知
す
る
「
察
す
る
力
」
や
、

喜
び
・
不
安
・
痛
み
な
ど
を

想
像
し
、
そ
の
感
情
に
共
感

し
共
に
歩
む
意
思
を
も
つ

「
想
像
力
・
共
感
力
」
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
利
用
者
さ

ん
が
今
ど
の
よ
う
な
思
い
で

来
院
さ
れ
て
い
る
の
か
、
何

を
求
め
て
お
ら
れ
る
の
か
を

考
え
て
接
す
る
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

　

次
に
お
話
頂
い
た
「
第
一

印
象
」
は
接
遇
マ
ナ
ー
の
基

本
で
あ
り
、
相
手
に
信
頼
を

抱
い
て
も
ら
う
為
に
重
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ス

タ
ー
ト
に
な
る
と
学
び
ま
し

た
。第
一
印
象
は
会
っ
て
０
．

６
秒
～
15
秒
の
間
で
決
ま
る

と
言
わ
れ
て
お
り
、
覆
す
に

は
時
間
が
か
か
る
為
、
特
に

気
を
付
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
私
が
勤
め
て
い
る
医
事

課
は
病
院
内
で
最
初
に
利
用

者
さ
ん
と
関
わ
る
場
所
と
な

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
タ
ー
ト
の
場
に
な
り
ま

す
。
病
院
全
体
が
良
い
印
象

と
な
る
よ
う
に
話
し
方
や
表

情
に
注
意
し
な
が
ら
利
用
者

さ
ん
と
関
わ
る
こ
と
の
重
要

さ
を
学
び
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
か
た
に

気
を
付
け
た
い
と
感
じ
ま
し

た
。

　

最
後
に
お
話
頂
い
た
「
言

葉
遣
い
・
傾
聴
」
は
利
用
者

さ
ん
の
心
理
を
満
た
す
為
に

重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
で
あ
る
と
学
び
ま
し

た
。「
言
葉
遣
い
は
心
遣
い
」

と
言
わ
れ
、
正
し
い
敬
語
と

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
話
し

方
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

相
手
の
立
場
に
立
っ
た
話
し

方
に
は「
ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
」

「
依
頼
系
の
話
し
方
」「
感
謝

の
言
葉
」「
話
は
わ
か
り
や

す
く
伝
え
る
」
の
四
つ
が
あ

り
、
私
が
特
に
気
を
付
け
た

い
と
感
じ
た
の
は
「
ク
ッ

シ
ョ
ン
言
葉
」
で
す
。
何
か

を
依
頼
す
る
際
の
「
恐
れ
入

り
ま
す
が
」
や
、
相
手
の
要

望
に
添
え
な
い
際
の
「
申
し

訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
」な
ど
、

話
の
切
り
出
し
方
に
気
を
付

け
る
こ
と
で
柔
ら
か
い
話
し

方
と
な
り
、
よ
り
話
を
受
け

入
れ
て
も
ら
い
や
す
く
な
り

ま
す
。
利
用
者
さ
ん
に
何
か

依
頼
を
す
る
際
や
、
お
断
り

す
る
際
に
会
話
の
中
で
自
然

と
ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
が
使
え

る
よ
う
に
身
に
付
け
て
い
き

た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
医
事
研
究
会

に
参
加
し
、
病
院
の
職
員
と

し
て
働
く
う
え
で
必
要
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
忙

し
く
て
も
、
病
院
内
で
一
番

に
利
用
者
さ
ん
と
関
わ
る
場

所
に
所
属
す
る
者
と
し
て
、

接
遇
マ
ナ
ー
の
原
点
で
あ
る

「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
忘

れ
ず
言
葉
遣
い
や
話
し
方
に

注
意
し
、
利
用
者
さ
ん
に
寄

り
添
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
日
々
心
掛
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

甲
南
病
院
　
医
事
課
　
外
村
　
　
蒼

令
和
５
年
度　

第
一
回　

医
事
研
究
会

接
遇
マ
ナ
ー
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
学
ん
で

に
係
る
安
全
管
理
、
に
関
し

て
日
々
取
り
組
ん
で
い
る
。

滋
賀
県
病
院
協
会
で
は
医
療

安
全
対
策
研
修
会
、
医
療
安

全
対
策
窓
口
担
当
者
研
修
会

の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
、
医

療
安
全
の
啓
発
活
動
を
継
続

し
て
い
る
が
、
当
協
会
主
催

の
研
修
会
の
み
な
ら
ず
、
各

病
院
の
医
療
安
全
事
業
へ
の

補
助
、
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
医
療
事
故
調
査

制
度
の
支
援
団
体
事
業
も
、

県
医
師
会
と
協
力
し
な
が
ら

進
め
て
い
る
が
、
医
療
事
故

の
未
然
防
止
に
向
け
て
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
対
す
る

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

（
医
療
政
策
課
）
各
病
院
へ

の
補
助
は
困
難
で
あ
る
が
、

病
院
協
会
で
実
施
さ
れ
て
い

る
医
療
安
全
対
策
事
業
に
対

し
て
今
後
も
予
算
確
保
に
努

め
て
い
く
。
ま
た
各
病
院
へ

の
立
ち
入
り
検
査
に
お
い
て
、

医
療
安
全
体
制
の
確
認
と
必

要
な
助
言
を
行
う
。

７�

．
質
疑
応
答

（
質
問
１
）
感
染
管
理
認
定

看
護
師
を
取
得
す
る
た
め
、

数
か
月
間
県
外
の
養
成
機
関

は
行
く
の
は
現
実
的
に
難
し

い
。
県
内
で
の
今
後
の
具
体

的
な
見
通
し
に
つ
い
て
示
し

て
ほ
し
い
。

（
回
答
１
）
県
内
大
学
と
協

議
し
て
い
る
が
、
現
状
で
は

困
難
。
看
護
協
会
か
ら
も
要

望
さ
れ
て
お
り
、
再
度
協
議

し
て
い
く
。
そ
れ
ま
で
は

ｅ–

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
も
活

用
し
効
率
的
な
受
講
が
で
き

る
よ
う
取
り
組
む
。

（
質
問
２
）
看
護
専
門
学
校

で
は
志
願
者
数
の
減
少
や
、

教
員
の
確
保
困
難
な
ど
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

滋
賀
県
内
の
看
護
師
確
保
に

は
大
き
な
貢
献
を
し
て
お
り
、

看
護
学
生
の
支
援
や
教
員
の

確
保
等
に
も
協
力
い
た
だ
き

た
い
。

（
回
答
２
）
３
年
課
程
の
専

門
学
校
に
つ
い
て
も
県
と
し

て
魅
力
を
発
信
し
、
入
試
体

制
や
学
校
案
内
に
も
協
力
し

て
い
き
た
い
。

（
質
問
３
）
看
護
師
の
勤
務

が
３
交
代
か
ら
変
則
２
交
代

へ
移
行
し
て
い
る
が
、
保
育

所
の
対
応
が
不
十
分
で
あ
る
。

夜
間
保
育
が
無
理
で
あ
っ
て

も
、
保
育
時
間
の
延
長
な
ど

の
体
制
を
取
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
24
時
間
体
制

の
院
内
保
育
所
に
対
す
る
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

（
回
答
３
）
保
育
士
が
不
足

し
て
お
り
、
定
員
が
埋
め
ら

れ
な
い
の
が
現
状
。
ま
ず
保

育
士
確
保
に
努
め
な
が
ら
、

要
望
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
質
問
４
）
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー

ス
は
60
歳
以
降
も
、
同
じ
病

院
で
勤
務
す
る
形
態
が
良
い

の
で
は
な
い
か
。
60
歳
以
上

を
雇
用
し
て
い
る
病
院
に
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

（
回
答
４
）
プ
ラ
チ
ナ
ナ
ー

ス
の
件
は
、
現
場
の
声
を
聞

い
て
検
討
を
始
め
る
。

（
質
問
５
）
准
看
護
専
門
学

校
の
教
員
の
疲
弊
が
大
き
い
。

ま
た
准
看
護
資
格
の
卒
業
生

は
県
内
に
就
職
す
る
と
こ
ろ

が
少
な
い
た
め
、
県
と
し
て

も
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
回
答
５
）
大
津
市
医
師
会

と
の
話
で
は
准
看
護
師
の

ニ
ー
ズ
は
あ
る
と
感
じ
て
お

り
、
専
門
学
校
の
必
要
性
は

認
識
し
て
い
る
。
県
と
し
て

対
応
で
き
る
と
こ
ろ
は
継
続

す
る
。

（
そ
の
他
の
意
見
）
現
在
、

高
度
救
急
救
命
セ
ン
タ
ー
は

大
津
赤
十
字
病
院
に
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。
来
年
度

か
ら
は
養
成
と
研
修
を
兼
ね

る
面
か
ら
、
滋
賀
医
科
大
学

附
属
病
院
に
も
高
度
救
急
救

命
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

最
後
に
楠
井
副
会
長
よ
り

　

令
和
５
年
度
の
予
算
に
対

す
る
６
項
目
の
要
望
に
対
し

て
、
県
か
ら
の
丁
寧
な
回
答

が
得
ら
れ
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
と
、
今
後
も
病
院
職
員

の
賃
金
や
処
遇
改
善
な
ど
国

に
対
す
る
要
望
の
面
で
も
協

力
を
お
願
い
し
た
い
旨
が
述

べ
ら
れ
、
閉
会
し
た
。

�（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
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ココロロナナ患患者者にに対対すするる医医療療提提供供体体制制ににつついいてて（（RR55..1100..11～～ RR66..33..3311））

滋賀医科大学医学部付属病院
塩見医師、中野医師

滋賀県 健康医療福祉部

角野理事
健康危機管理課
松原主席参事

連携ＥＣＭＯ等のコロナ最重

症患者を受入可能な病院

の医師を滋賀県新型コロ

ナ感染症入院コーディ

ネーターを委嘱し、同病

院内で権限を委任。

ＥＣＭＯ等コロナ最重症患者など、自院では
対応困難な患者の入院先が見つからない場合
は、コロナ入院コーディネート病院に相談

Ａ病院

Ｃ病院Ｂ病院

入院加療が必要な患者に
ついて、原原則則はは二二次次医医療療
圏圏内内のの連連携携でで完完結結

入院調整困難時に相談

大大
津津
市市
民民
病病
院院

千千
葉葉
医医
師師

大津赤十字病院

高島市民病院

・・・

大津・湖西ブロック

連携
近近
江江
八八
幡幡
市市
立立
総総
合合
医医
療療

セセ
ンン
タタ
ーー

田田
畑畑
医医
師師

東近江総合医療センター

・・・

済済
生生
会会
滋滋
賀賀
県県
病病
院院

越越
後後
医医
師師

滋賀県立総合病院

公立甲賀病院

・・・

長長
浜浜
赤赤
十十
字字
病病
院院

中中
村村
医医
師師

市立長浜病院

彦根市立病院

・・・

東近江ブロック

湖南・甲賀ブロック 湖東・湖北ブロック

連携

連携 連携

※重症患者（ＥＣＭＯ等）を対応可能な病院を中心とした各ブロック内の
コロナ受入実績のある病院で連携して対応

※ブロック内で対応できない場合は他ブロックとも連携

※必ずしも記載の
医師から連絡が
あるとは限らない
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Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
（Japan�

A
d
v
an
c
e
d
�T
rau
m
a�

E
valuation�and�C

are

）

と
は
、
外
傷
初
期
診
療
に
必

要
な
手
技
や
知
識
を
系
統
的

に
学
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。こ
の
度
、

私
は
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
滋
賀
コ
ー
ス
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
２
日
間
に
渡
っ
て
行
わ

れ
ま
す
。
１
日
目
は
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
の
ウ
ェ
ブ
セ
ク

シ
ョ
ン
、
２
日
目
が
手
技
練

習
や
模
擬
診
療
を
中
心
と
し

た
対
面
セ
ク
シ
ョ
ン
に
な
り

ま
す
。
テ
キ
ス
ト
、
ｅ–

ｌ

ｅ
ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
で
の
事
前

学
習
を
行
い
、
１
日
目
の

ウ
ェ
ブ
セ
ク
シ
ョ
ン
に
臨
み

ま
し
た
。
経
験
豊
富
な
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
の
講

義
を
受
け
る
こ
と
で
、
事
前

学
習
の
内
容
を
よ
り
系
統
的

に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
２
日
目
の
対
面
セ
ク

シ
ョ
ン
は
、
滋
賀
県
草
津
市

に
あ
る
医
療
研
修
施
設　

ニ

プ
ロ
ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
回
初
め
て
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
施
設
が
広
く
、
設
備
も

充
実
し
て
お
り
、
有
意
義
な

研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
対
面
セ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
他
病
院
の
先
生
方
も
多

数
参
加
さ
れ
て
お
り
、
４
人

１
組
の
グ
ル
ー
プ
単
位
で
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

胸
腔
穿
刺
・
ド
レ
ナ
ー
ジ
、

心
嚢
穿
刺
、
外
科
的
気
道
確

保
、
髄
液
路
確
保
な
ど
の
手

技
を
学
び
、
そ
の
後
学
ん
だ

手
技
を
用
い
て
、
多
種
多
様

な
シ
ナ
リ
オ
で
の
模
擬
診
療

を
行
い
ま
し
た
。
手
技
の
中

に
は
、
普
段
あ
ま
り
行
わ
な

い
も
の
も
あ
り
、
大
変
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
模
擬
診
療

は
、
救
急
隊
か
ら
第
一
報
を

受
け
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
ス
タ
ッ
フ
へ
の
情
報
共

有
、
物
品
の
準
備
、
患
者
の

状
態
を
適
切
に
把
握
し
つ
つ

診
療
す
る
と
い
う
流
れ
で
行

わ
れ
る
た
め
、
実
際
の
現
場

に
近
い
臨
場
感
が
あ
り
ま
し

た
。
シ
ナ
リ
オ
毎
に
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
先
生
か
ら

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
あ
り
、

見
過
ご
し
て
い
た
点
な
ど
を

指
摘
し
て
も
ら
え
ま
す
し
、

グ
ル
ー
プ
に
な
っ
た
４
人
で

も
話
し
合
い
、
気
付
い
た
点

を
お
互
い
に
共
有
し
て
い
ま

し
た
。
最
後
に
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
形

式
で
の
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
こ
最
近
経
験
し
な
い

よ
う
な
緊
張
感
が
あ
り
ま
し

た
が
、
２
日
間
で
の
成
長
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

実
臨
床
で
は
、
手
技
が
で

き
て
も
、
そ
の
手
技
が
患
者

さ
ん
に
本
当
に
必
要
か
適
切

に
判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
症
例
で
は
、
手

技
・
診
療
に
迷
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
実
際
に
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
パ
タ
ー
ン
の
症

例
も
多
く
、
非
常
に
新
鮮
で

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

外
傷
初
期
診
療
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
滋
賀
コ
ー
ス
に
参
加
し
て

　
　
長
浜
赤
十
字
病
院
　
外
科
　
髙
尾
　
浩
司

�

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

一
般
社
団
法
人
水
口
病
院

顧
問

�

　
望
月　

隆
夫�

氏

○�

令
和
５
年
度

　

精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
知
事
表
彰
受
賞

　

今
回
の
研
修
で
は
、
研
修

医
、
救
急
科
、
外
科
系
の
先

生
方
が
多
く
、
県
外
か
ら
も

多
く
の
先
生
方
が
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
休
憩
時
間
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
病
院
で
の
働

き
方
や
経
験
症
例
に
つ
い
て

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
よ
う
な

グ
ル
ー
プ
形
式
で
の
研
修

は
、
勉
強
と
し
て
も
、
他
施

設
の
先
生
と
の
交
流
と
し
て

も
非
常
に
刺
激
に
な
り
、
有

意
義
で
し
た
。

　

今
年
か
ら
の
勤
務
し
て
い

る
長
浜
赤
十
字
病
院
は
湖
北

医
療
圏
の
３
次
救
急
病
院
で

あ
り
、
日
々
、
外
傷
患
者
が

多
数
搬
送
さ
れ
て
き
ま
す
。

中
に
は
、
生
命
の
危
機
に
瀕

し
た
重
症
な
方
も
お
り
、
診

療
に
お
い
て
不
安
を
覚
え
る

こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
今
回
の
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

参
加
を
通
し
て
、
外
傷
診
療

に
関
す
る
知
識
が
整
理
で

き
、
日
々
の
診
療
に
前
よ
り

も
自
信
を
持
っ
て
臨
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
滋
賀
コ
ー
ス
の
運

営
、
準
備
に
関
わ
っ
て
い
た

だ
い
た
先
生
、
ス
タ
ッ
フ
の

方
々
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

�（
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
）公

益
財
団
法
人
近
江
兄
弟
社

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
記
念
病
院
　
院
長

　
五
月
女
隆
男�

氏

地
方
独
立
行
政
法
人

公
立
甲
賀
病
院

整
形
外
科
主
任
部
長

西
原　

秀
紀�

氏

社
会
福
祉
法
人
恩
賜
財
団

済
生
会
滋
賀
県
病
院

診
療
部
長

兼
　
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長

兼
　
医
療
情
報
部
副
部
長

兼
　
新
棟
建
設
準
備
室
副
室
長

藤
井　

明
弘�

氏

○�

令
和
５
年
度

　

滋
賀
県
救
急
医
療
功
労
者
知
事
表
彰
受
賞

表
彰
式　

令
和
５
年
９
月
４
日
㈪

滋
賀
県
庁
本
館
４
階
４
Ａ
会
議
室

医
療
法
人
真
心
会

南
草
津
野
村
病
院
　
院
長

�
　
秋
山　
　

稔�

氏

○�
令
和
５
年
度

　

産
科
医
療
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞

表
彰
式　

令
和
５
年
９
月
８
日
㈮

都
道
府
県　

会
館
１
０
１
大
会
議
室

社
会
福
祉
法
人
青
祥
会

セ
フ
ィ
ロ
ト
病
院
　
副
院
長

　
古
川　
　

光�

氏

○�

令
和
５
年
度

　

�

精
神
保
健
福
祉
事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
受
賞

表
彰
式　

令
和
５
年
10
月
27
日
㈮

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

滋
賀
医
科
大
学

小
児
科
学
講
座
　
病
院
教
授

　
多
賀　
　

崇�

氏

○�

令
和
５
年
度

　

�

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家
族

計
画
全
国
大
会
）
に
お
け
る
公
益
社
団
法
人

母
子
保
健
推
進
会
議
会
長
表
彰
受
賞

表
彰
式　

令
和
５
年
11
月
９
日
㈭

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
お
く
や
み

故　
古
家　

大
祐　
先
生
（
享
年
66
歳
）

　

一
般
社
団
法
人
滋
賀
県
病
院
協
会
理
事
で
、
社
会
医

療
法
人
誠
光
会
淡
海
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長　

古
家
大

祐
先
生
が
去
る
７
月
23
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

古
家
先
生
は
、
令
和
４
年
５
月
に
理
事
に
就
任
さ
れ
、

当
協
会
の
事
業
の
推
進
に
多
大
な
ご
尽
力
を
賜
り
ま�

し
た
。

　

な
お
、
通
夜
お
よ
び
告
別
式
は
近
親
者
で
執
り
行
わ

れ
、
ま
た
、
古
家
先
生
を
偲
ぶ
会
が
８
月
27
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
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　令和元年以降、新型コロナウイルス感染症流行により中止が続いていたが、待ちに待った
ソフトボール大会が４年ぶりに開催された。第34回となる本大会は26病院の参加となった。
　事務局は前日から会場入りし、大会開催準備にあたった。日中は強い日差しが照り付け厳
しい暑さであったが、その晩から地域によっては大雨・洪水警報が出るほどの悪天候となった。
当日早朝４時、昨晩からの雨が降り続いている中、雨雲レーダーを見ながらグラウンド状態の
確認。選手の皆さんの声が聞こえました！予定通り決行を決定。降り続く雨の中準備を進
め、午前８時半、三木会長の開会あいさつ。その頃には雨もすっかりあがり、時折吹いてく
る風が気持ちよく感じる天気となった。第１試合、三木会長の始球式を皮切りに各チームが
優勝を目指し、決戦の火蓋が切られた。各グラウンドでは熱戦が繰り広げられ、出場選手は
勿論のこと、応援に駆け付けた応援団の熱い声援にも力が入る。本大会のクライマックス、
決勝戦は東近江総合医療センター対マキノ病院で行われ、両チームともに真剣勝負。観客も

手に汗握る戦いとなった。結果は見事東近江総合医療センターが優勝を手にした。優勝、
準優勝、第３位、第４位のチームには楠井副会長より優勝旗、表彰状、トロフィー、副賞
が手渡された。
　最後に、大会開催に向けてご尽力賜りました事務長部会等
関係者の方々、当日早朝からご準備いただきました皆様、滋
賀県ソフトボール協会審判の皆様、そして参加された選手、
応援団の皆様、本当にありがとうございました。皆様のご協力
のもと、何とかお天気にも恵まれ、大きな怪我もなく無事に終
了できましたこと感謝申し上げますとともに厚く御礼申し上げま
す。また、来年も開催できますこと願っております。

開催日：令和５年10月１日㈰
会　場：今津総合運動公園

滋賀県
病院協会
恒例

優　勝
東近江総合医療センター

準優勝
マキノ病院

第３位
琵琶湖中央リハビリテーション病院

病
院
協
会
今
後
の
行
事
予
定�

─

10
月
18
日
㈬
第
６
回
理
事
会（
Ｗｅ
ｂ
）

10
月
20
日
㈮
近
畿
病
院
団
体
連
合
会
事
務
長
会

第
１
回
委
員
会

（
於
：
琵
琶
湖
ホ
テ
ル　

瑠
璃
の
間
）

10
月
26
日
㈭
病
院
医
療
機
能
評
価
受
審
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
Ｗｅ
ｂ
）

10
月
27
日
㈮
第
２
回
医
事
研
究
会（
Ｗｅ
ｂ
）

11
月
２
日
㈭
院
長・事
務
長
合
同
研
修
会（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
）

（
配
信
会
場
：
ホ
テ
ル
ボ
ス
ト
ン
プ
ラ
ザ
草
津
）

11
月
16
日
㈭
第
7
回
理
事
会
な
ら
び
に

医
師
会
と
の
連
絡
協
議
会

（
於
：
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

11
月
24
日
㈮
退
院
支
援
機
能
強
化
事
業
全
体
研
修
会

（
於
：
滋
賀
県
庁
東
館
７
階
大
会
議
室
）

11
月
29
日
㈬
医
療
安
全
対
策
研
修
会（
Ｗｅ
ｂ
）

12
月
７
日
㈭
研
修
医
お
よ
び

若
手
医
師
の
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム�

（
於
：
び
わ
湖
大
津
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
）

12
月
20
日
㈬
第
８
回
理
事
会（
Ｗｅ
ｂ
）

12
月
22
日
㈮
院
内
感
染
防
止
対
策
研
修
会（
Ｗｅ
ｂ
）

令
和
６
年

１
月
17
日
㈬
第
9
回
理
事
会（
Ｗｅ
ｂ
）

１
月
21
日
㈰
滋
賀
県
病
院
大
会（
県
民
公
開
講
座
）

（
於
：
ピ
ア
ザ
淡
海
）

１
月
26
日
㈮
看
護
部
長
部
会
研
修
会

（
於
：
コ
ラ
ボ
し
が
21
）

２
月
３
日
㈯

　
　
４
日
㈰
第
11
回
滋
賀
県
病
院
協
会

臨
床
研
修
指
導
医
講
習
会�

（
於
：
ニ
プ
ロ
ｉ
Ｍ
Ｅ
Ｐ
）

２
月
14
日
㈬
第
10
回
理
事
会（
Ｗｅ
ｂ
）

２
月
29
日
㈭
近
畿
病
院
団
体
連
合
会
委
員
会
第
２
回
委

員
会�

（
於
：
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
）

３
月
６
日
㈬
近
畿
病
院
団
体
連
合
会
事
務
長
会

第
２
回
委
員
会

（
於
：
琵
琶
湖
ホ
テ
ル　

瑠
璃
の
間
）

３
月
12
日
㈫
一
日
患
者
調
査
実
施

３
月
13
日
㈬
第
11
回
理
事
会（
Ｗｅ
ｂ
）


